
様式第７号（第21条関係）

番　　　　　　号

令和　5年　6月　23日

　佐賀県県民協働課長　様

佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による

寄附金活用実績報告書

電 話 番 号 ０９５４－６３－４５７１

　　令和４年度において、当団体に交付された佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定
した支援」を活用して別紙のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県
民協働の地域づくり」及び「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱第21条
第１項の規定により提出します。

住 所 佐賀県鹿島市大字高津原62-1

団 体 名
特定非営利活動法人
　さが西部市民活動サポートセンター・フロンティア

代表者職･氏名 理事長　　中溝　安志



様式第７号（第21条関係）別紙

１ ：

２ ：

３ 　（※事業計画書から転記）

４

５ ： （別記１）

６ ： （別記２）

７ ： （別記３）

②佐賀から広がった社会像（該当する活動のみ）

寄 附 金 活 用 事 業 実 績

次年度繰越額活用見込み

寄 附 金 活 用 額

■事業の実施により実現したい佐賀県の地域像

（１）一般市民：特に高齢者が認知症にならずに元気に暮らせる環境
（２）ＣＳＯ：順調な運営（特に会計処理）が出来て、団体のミッションに向かって活
動ができる環境

事 業 の 成 果

①県民の便益にどのようにつながったのか

高齢者にパソコンのExcelを使ってチラシや行政の申請書を手本として、２次元空間の
移動・回転等を駆使しながら仕上げる指導を行うことによる脳の活性化を促す活動で、
認知症予防を推進することができた。
また、フロンティアが得意とするＩＣＴ技術を使って、ＣＳＯの会計担当者をサポート
することによって初めて会計担当になった方でも順調な会計処理ができるようになられ
た。

令和４年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書

団 体 名
特定非営利活動法人
　さが西部市民活動サポートセンター・フロンティア

事 業 実 施 期 間 令和　4年　4月　1日　から　令和　5年　3月　31日

事 業 の 背 景



（別記１）寄附金活用事業実績

○寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合は、GCF名とその内容を記載）

計

793,550 89,058

793,550 89,058

認知症予防事業

①目的：高齢者の認知症予防
②対象者：一般市民
③実施内容：パソコンのExcelを使
い２次元空間の移動・回転操作に
より目的の文書作成指導を行う

①実施日時：毎
週月曜：13:30～
火曜：10:00～
　　　13:30～
水曜：15:00～
　　　18:00～
　何れも2時間
②実施場所：フ
ロンティア事務
所

CSOサポート事業

①目的：主にCSOの会計担当者の
ICTサポート
②対象者：CSO会計担当者
③実施内容：Excel3級のテキスト
を用いた指導によりExcelの基礎を
習得させる

随時

事業名
具体的な事業内容

①目的②対象者③実施内容
①実施日時
②実施場所

事業費の
支出金額

［単位：円］

うち寄附金
活用額

［単位：円］



（別記２）次年度繰越活用見込み

○次年度に繰り越した寄附金の活用見込み

計 0 0

事業名
具体的な事業内容

（予定）
①目的②対象者③実施内容

①実施日時
②実施場所
（見込み）

事業費の
支出見込み額
［単位：円］

うち寄附金
活用見込み額
［単位：円］

繰越なし



（別記３）寄附金活用額

【収入】佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　①（＝Ａ＋Ｂ）

本年度の佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　Ａ

本年度交付を受けた佐賀県ふるさと寄附金分

前年度控除額（県事務経費）還付分

前年度収入済の佐賀県ふるさと寄附金繰越額　…　Ｂ

【支出】佐賀県ふるさと寄附金活用額…　②（＝a＋b）

事業に活用した寄附金額　…　ａ

ふるさと納税の募集に要した費用の額　…　ｂ

返礼品等の調達に係る費用

返礼品等の送付に係る費用

広報に係る費用

事務に係る費用

佐賀県ふるさと寄附金の次年度繰越額　…　③（＝①－②）

■直近の収支報告書掲載箇所（ホームページURL等）

http://fields.canpan.info/organization/detail/1903886404
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